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近畿大学臨床心理セ ンター平成22年 度活動報告

奥 野 洋 子

1.は じめ に

近畿大 学臨床心理 セ ンター(以 下 「セ ンター」 と略す)は 平成19年4月 に開設 され、4

年 目に入 った、平成21年4月 には大阪市 中央 区 日本橋 にあ る近畿 大学 会館 内に、 日本橋 カ

ウ ンセ リングルーム(以 下 「カウ ンセ リングルーム」 と略す)を 開いた。平 成22年4月 か

ら平成23年3月 までの12ヶ 月 間についての活動 を報告す る。

H.セ ンター紹介

1.施 設 について

セ ンター は、近畿大学医学部キ ャンパス内(大 阪府大阪狭 山市)に あ り、面接 室3室(面

談室、 カウ ンセ リ ング室1・2)、 プ レイルーム1室 、待 合スペ ース、受付 、ス タ ッフルー

ムがあ る。

カウンセ リングルームは、近畿大学会館2階 にあ り、面接 室が1室 とス タッフルームがあ

る。近畿大学会館 は、大阪市 内の 日本橋 にあ り、駅か ら徒 歩3分 とい う利便性 の良い場所 に

位置 してい る。

臨床心理 セ ンター(玄 関)

灘騨矯 糊
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2.ス タ ッフにつ いて

平成22年 度 よ り相談担当教員が3名 増 え、セ ンター長、相談担当教員(専 門相談員)8人

(兼任2人 、非常勤6人)、 事務職 員1人 となった。 セ ンター長 は精神科 医師(精 神保健指定

医)で あ り、相談員 は臨床心理士 の資格 を有 している者が6人 、 国際応用 スポーツ心理学会

(AASP)認 定 コンサル タン トの資格 を有 している者が1人 、音楽療法士が1人 である。4人

の相談員 は臨床心理 セ ンター、3人 はカウ ンセ リングルーム、1人 は近畿大学医学部 附属病

院職員相談 を担 当 している。

皿.相 談活動状況

1.相 談業務

セ ンターの開室時 間は火 ・水 ・木曜 日の10時 ～17時 、電話受付時 間は火 ・水 ・木曜 日の

10時 ～16時 であった。 カウ ンセ リングルームの開室時間は月曜 日13～17時 、火10～13時 、

木曜 日10～17時 であった。相 談の種類 と料 金は、表1の 通 りである。

表1相 談の種類 と料金

相談の種類 料 金

初回面接(50～90分) 8,400円(税 込 み)

個人面接(30分) 4,200円(税 込 み)

個人面接(50分) 8,400円(税 込 み)

親子面接(50分) 12,600円(税 込 み)

心理検査(1種 類につ き) 4,200円(税 込 み)

応 じる相 談内容 として、子 どもについての相談、 自分

自身の性格 や行動 にかかわる相 談、職場 ・学校 ・家庭 な

どでの人間関係 の問題 にかかわる相 談、自分の生 き方 に

かかわる相 談、スポーツ選手や指導者 の心理面 につ いて

の相 談、家族相 談 としている。

近畿大学

臨床心理センター
1

日本橋カウンセリングルーム 〆

こ案内/

近畿大学では

さまざまなこころの悩みや問題、困難に

直面している万々のお役に立ちたい

と願い、地域の皆さまに

こころの相談 ・擾助を提供する

「臨床心理センター」を開設いたしました。

当センターでは、心理臨床の立場から

こころの相談 ・援助をおこなうと同時に、

こころの問題に関する援助法について

研究をしていぎまず。

2電 話受付

電話の受付の月別の件数、電話受付の内容 と対応を表2、 表3に 示 した。
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表2月 別電話受付件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

電話受付件数 9 5 ll 18 9 7 10 6 4 4 7 8 98

表3電 話受付の内容と対応

受付内容

対応
相談の申し込み 問い合わせ 総計 %

面接日の予約

　

62 0 62 63.3%

電話での回答 11 21 32 32.7%

他機関紹介 1 3 4 4.1%

計 74 24 98 100.0%

% 75.5% 24.5% 100.0%

電話受付 の件数 は去年 よ り7件 減少 し、6～8月 にか けて多 く、全体の約4割 を占めた。

電話 をかけて きた人の内訳 は、本 人が46件(45.4%)、 家族が37件(38.1%)、 関係 機関

か らが8件(8.2%)、 友人 ・知 人が4件(4.1%)で あっ た。家族 の 間柄 をみ る と、家族 の

中の うち約6割 が母親か らの電話であ り、妻、娘、姉妹な どを合わせ ると家族か らの電話の

7割 以上が女性 か らで、夫、父な ど男性 か らは約3割 であ った。関係機関で は、医療 機関の

医師、医療相 談室、企業の産業保健 ス タッフか らであ った。

電 話の内容では、相談の申 し込みが7割 以上で、対応 で は、初回面接 の予約 とな ったのが

8割 以上で あった。初回面接予約 となった62件 の うち、4件 が キャ ンセル となった。相 談

の申 し込みのための電話が多いのは、新 規相 談者の7割 以上が紹介状 を持 っての来談であ る

こと(表9)も 一因 と考え られる。

3.新 規の相談

新規 の相 談 の月別件 数、 来談者 の性 別、来 談者 の年齢 層、 来談者 の住 所 を表4、 表5、

表6、 表7に 示 した。

表4月 別の面接回数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

新規の相談

件数
3 6 4 9 7 8 4 2 5 2 3 5 58



168 近畿大学臨床心理センター紀要 第4巻2011年

表5来 談者の性別

翻1勝1%

女 36 62.1%

男 22 37.9%

計 58 100.0%

表6来 談者の年齢

年齢1件 数1%

0～6歳 0 0.0%

7～12歳 1 1.7%

13～18歳 11 19.0%

19～22歳 6 10.3%

23～29歳 9 15.5%

30～39歳 12 20.7%

40～49歳 7 12.1%

50～59歳 6 10.3%

60歳 ～ 6 10.3%

計 58 100.0%

表7来 談者の住所

住所 【 件数1%

堺市 10 17.2%

大阪市 3 5.2%

南河内地域 20 34.5%

泉南地域 2 3.4%

泉北地域 8 13.8%

その他大阪府内 6 10.3%

和歌山県内 2 3.4%

奈良県内 2 3.4%

その他の都道府県 5 &6%

合計 58 100.0%

南河内地域:

松原市、羽曳野市、藤井寺市、太子町、河南町、

千早赤阪村、富田林市、大阪狭山市、河内長野市

泉南地域:

岸和田市、貝塚市、熊取町、泉佐野市、田尻町、泉南市、

阪南市、岬町

泉北地域:

和泉市、高石市、泉大津市、忠岡町

平成22年 度の新規の相談58件 のうち、セ ンターへの相談が41件 、 カウンセ リングルー

ムへの相談が17件 であ り、平成21年 度 より全体 として5件 減少 したが、カウンセ リング

ルームへの相談件数は増加 した。 カウンセ リングルームへの相談の17件 中、近畿大学 日本

橋診療所からの紹介が7件 であった。 カウンセリングルームの相談員が3人 とな り、相談体

制が充実 したことと、平成22年 度 よりカウンセリングルームがある近畿大学会館1階 の近

畿大学 日本橋診療所での診療科 目に心療内科が新設されたことも大きい。新規の相談は7月

～9月 が多 く、全体の約4割 であ り、月別の件数の傾向は電話受付 と同様であった。性別で

は女性が6割 以上 と多かったが、平成21年 度より男性の相談件数 と割合の両方が若干増え

た。

来談者の年齢層では、小学生か ら70歳 代 まで広範囲に渡っていた。中学 ・高校 ・大学生

の年代が約29%、23～39歳 の人が約36%、40歳 以上の人が約33%と 、上の年齢層の相談

が多 く、この傾向は平成21年 度 と同様であった。

来談者の住所では、センターのある大阪狭山市 に隣接 した、堺市、南河内地域が約52%

であり、大阪府南部の泉南 ・泉北地域を合わせると約69%で あった。平成22年 度は大阪市

が8件 か ら3件 に減ったが、その他の大阪府の地域が2件 か ら6件 に、大阪府以外の地域か

らが7件 か ら9件 と増え、遠方か らの来談が多 くなった。
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次に、相談内容と年齢層を表8に 示した。1件 の相談でも複数項目が該当する場合が含ま

れているため、合計すると112件 となっている。

表8相 談内容 と年齢層

年齢層

相談内容

7～12

歳

13～18

歳

19～22

歳

23～29

歳

30～39

歳

40～49

歳

50～59

歳

60

歳 ～
件数

来談者件数に
占める割合
(%)

子 どもについて

の相談
0 0

　

0 0 1 1 3 1 6 10.3%

自分の性格や行
動についての相
談

1 10 5 9 9 6 3 6 49 84.5%

入問関係の問題
についての相談

0 5 5 4 10 4 0 3 31 53.4%

生き方に関わる
相談

0 4 1 2 4 4 1 4 20 34.5%

スポーツに関わ

る相談
0 1 2 0 0 0 0 0 3 5.2%

家族 につ いての

相談
0 0 0 0 1 0 1 0 2 3.4%

計 1 20 13 15 25 15 8 14 111

来談者件数 0 11 6 9 12 7 6 6 58

「自分 の性 格や行動 についての相談」 が全 体の約8割 、 「人間関係の 問題 についての相談」

が全体の約5割 と多数 を占め、 「生 き方 に関わる相談」 も3割 を超 えていた。

年齢層 ご とに相 談内容 を見て い くと、13～18歳 で は90.9%が 「自分の性 格や行動 につ い

て」、45.5%が 「人間関係 の問題 についての相談」で あ り、「生 き方 に関わ る相 談」 も36.4%

と多か った。19～22歳 で は、「自分 の性格 や行動 につ いての相談」 「人問関係の問題 につ い

て の相談」が ともに83.3%を 占めていた。23～29歳 で は、全員 が 「自分の性 格や行動 につ

いての相談」 の相談で、「人間関係の問題についての相談」が44.4%、 「生 き方 に関わる相談」

は22.2%で あ った。30～39歳 で は、「自分 の性格 や行 動 につ いての相 談」 が75.0%、 「生

き方 に関 わる相 談」 が33.3%で 、「人 間関係 の問題 につ いての相談 」 は83。3%と 高か った。

40～49歳 で は、「自分の性格や行動 につ いての相談」が85.7%、 「人聞関係 の問題 につ いて

の相談」が57.1%で 、「生 き方 に関 わる相談」 が57.1%と 高か った。50～59歳 で は、「自分

の性 格や行動 につ いての相談」が50.0%で 、「子 どもについ ての相談」が50.0%と 多か った。

60歳 以上 で は、全員が 「自分 の性格 や行動 についての相談」で、 「人問関係 の問題 について

の相談」が50.0%、 「生 き方 に関わる相談」が66.7%と 多かった。
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「子 どもについての相談」、「家族 についての相談」は 「問題」 となっている本人は来談せ

ず、親や家族のみの相談で、30歳 代以上の上の年齢層にあった。「スポーツに関わる相談」

は22歳 以下の年齢層で3件 あった。

「自分の性格や行動についての相談」は、各年代 にわたって多い相談で、相談内容には神

経質的な性格や強迫的な行動など、病理的な側面 も反映 しているもの も含まれている。「人

間関係の問題についての相談」の相談は、親、子ども、配偶者などの家族との関係、友人関

係、上司、同僚 などの職場の人との関係などについてであ り、20歳 代、40歳 代で多かった。

20歳 代は社会出て年数が浅 く、職場での不適応の問題が生 じやす く、学生時代か ら顕在 し

ていた家族や友人 との人間関係が大 きな問題に発展 してお り、40歳 代は、職場では中間管

理職が代表されるように上司と部下との間の板挟みにな りやす く、家族では、高齢化した親

の病気や介護の問題、夫婦関係の問題があらわれやすいためと考えられる。ライフサイクル、

発達課題の問題に深 く関わっている相談が多かった。来談者の主訴 としては、「自分の性格

や行動 についての相談」「人聞関係の問題 についての相談」であった中に、相談内容、問題

の経緯 と生育歴、心理検査の結果から、認知面や行動面の偏 りや対人関係の未熟 さがうかが

われ、発達障害の問題から生 じているケースも散見 された。「生 き方に関わる相談」は40歳

以上で多 くなる傾向にあり、 この中には身体疾患、精神疾患、身体障害などを抱えて生 きて

いくことについて悩み も含 まれていた。10歳 代後半の 「生 き方に関わる相談」では、将来

の進路に関連 したアイデンティティにまつわる内容 も含まれていた。

紹介状の有無、来談の経路を表9、 表10に 示 した。

紹介状がある場合が7割 以上であった。紹介元の内訳は、23件 が近畿大学医学部附属病

院メンタルヘルス科、7件 が近畿大学日本橋診療所で、近畿大学医学部附属病院全体を合わ

せると33件 、その他の医療機関か らは8件 であった。

来談の経路では、近畿大学医学部附属病院から聞いて、もしくは紹介されての来談が6割

近 くで、そのほとんどがメンタルヘルス科か らであった。その他は、他の医療機関か らの紹

介、心理相談機関からの紹介、附属病院内に置いているパンフレットやホームページを見て、

友人 ・知人からセンターの存在 を聞いて、と様々であった。

表9紹 介状の有無

内訳1騰1%

紹介状なし 16 23.5%

紹介状あり 42 76.5%

計 100.0



奥野洋子:近 畿大学臨床心理センター平成22年 度活動報告 171

表10来 談の経路

経路[勝1%

近畿大学医学部附属病院 34 58.6%

医療機関 6 10.3%

心理相談機関 5 8.6%

パ ンフ レ ッ ト ・ホ ー ム ペ ー ジ 7 12.1%

友人 ・知人 3 5.2%

その他 3 5.2%

計 58 100.0%

新規相談の初回面接後の処遇と継続面接の形態を表11に 示 した。

初回面接後、継続面接 となったのが約95%で 、ほとんどが来談者本人だけの個人面接 と

なった。初回面接だけで終了となったものは少なかった。

表11初 回面接後の処遇と継続面接の面接形態

内訳1緻

継続面接 55

個人面接

親子面接(合 同)

親子面接(並 行)

53

2

0

初回面接のみで終了 3

他機関へ紹介にて終了 0

計 58

4.面 接回数と面接経過

年度末の面接経過状況、月別の延べ面接回数を表12、 表13に 示 した。

平成22年 度で扱った相談総ケースは、平成21年 度以前のケース67ケ ース を合わせて

125ケ ースで、平成21年 度の総ケース数107ケ ースに比べ、総ケース件数は増加傾向であっ

た。平成22年 度末時点で、面接経過の状態を集計 したところ、そのうちの半分以上が次年

度 も継続扱いとなり、約4割 が終了となった。他機関へ紹介で終了となったケースは4件 で、

面接は継続であるが他機関に紹介 したケースも2件 あった。これらの紹介先はほとんどが精

神科 ・心療内科の医療機関であり、来談者の状態や希望に応 じて、医療的なケアや精神医学
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的な精査 を目的 としていた。

新 規 の相 談面接 であ る初 回面接 を除いた延べ 面接 回数 は529回 で、平成21年 度 よ り130

回以上増 加 した。4月 、5月 が約30回 であ った以外、他 の月 は40回 を超 してい た。50分

の個 人面接 も平 成21年 度の266回 か ら大 幅 に増加 したが、親子面接 は37回 か ら減少 した。

心理検査 の件 数 も8件 か ら増加 し、知 能検査 、人格検査 が主であった。

表12年 度末の面接経過状況

内訳
平成22年 度

新規ケース

平成21年 度

以前のケース
計 %

継続 42 25 67 53.6%

終了 14 40 54 43.2%

他機関へ紹介にて終了 2 2 4 3.2%

計 58 67 125 100.0%

表13月 別の延べ面接回数

月

相談の種類
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

個人面接(50) 21 24 38 38 31 44 38 31 36 36 30 38 405

個 人面接(30) 7 3 5 4 9 10 6 11 7 10 9 15 96

親子面接* 2 0 0 3 1 1 2 1 1 0 3 0 14

心理検査 2 2 2 1 0 0 0 3 1 2 1 0 14

計 32 29 45 46 41 55 46 46 45 48 43 53 529

*親 子 面接について、並行面接の場合1件 につ き面接 回数は2回 、合同面接の場合1件 につ き

面接回数は1回 と数えている。

5.ケ ー スカンフ ァレンス

セ ンター長、相 談員 を中心 に、毎月ケース カンファレンス とインテ イクカンファレンス を

定期 的に行い、計9回 開 き、ケースにつ いての検 討 を行った。

皿.学 内 ・地域への活動

1.学 内コンサルテーション

人見センター長は、近畿大学 日本橋診療所、総合社会学部、文芸学部、及び国際人文科学
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研 究所(近 畿大学 コ ミュニテ ィカレッジ)、 メ ンタルヘルスア ドバ イザ ーを兼務 している。

2.研 修講座

平成22年 度 も例年 と同様に、夏季教員研修講座 「教員のためのカウンセリング講座」を

8月2日(月)に 近畿大学会館において開催 した。開催にあた り、大阪府教育委員会、大阪

市教育委員会の後援使用の承諾を得ることができた。午前中は、土屋麻矢子(近 畿大学臨床

心理セ ンター専門相談員)に よる 「教育現場が人を育てる 『器』 となるために」(講演内容

近畿大学臨床心理センター

平成22年 度夏季教員研修講座のご案内

今年も、夏季教貝研修講座どして、小中学校等の教員の皆様に向けての「教貝のためのカウンセリン

グ講座」を企画いたします.

午前は.発 逮・適応といった心理学の視点から人を育てることにっいて.お よび子どもの心身症につ

いての講義をいたします.午 後は、午前の内容についての質問や日頃の教育現場での疑問・拍談に応じ

る時聞にしております.

児童・生徒の心身の発連・行動などにお困リの方、日頃の対応にお困リの方、どうぞご参加ください.

なお、会場の都合によリ、参加人数を隈らせていただきますので、お早目のお申込みをお願いします.

近畿大学臨床IG理センター長 人見一彦

教員のためのカウンセリング講座

日

会

対

時

場

象

参 加 費

申込方法

後援 大阪府教育委員会 大阪市教育委員会

平成22年8月2日{月llO時 ～15時 〔受付開始 曾:30)

近畿 大学会 館 多 目的ホ ール 【5闇

住所:大 阪市中央区日本橋1-&-17電 話:06-6213-05田

交通:近 鉄 ・地下鉄千日前縁 ・地下鉄堺筋線 日本橋駅より徒歩3分

駐車場はありません,近 鉄 ・地下鉄をご利用 ください.

小 ・中学佼等の教員(定 員50人 程度)

無料 〔事前 申し込みが必要)

7月21日{劇 までに、申し込み用紙にご記入の上ファックスで送信 して

ください.メ ールでお申し込み場舎は、申し込み用紙の内容を明記 して

くだ さい.申 し込み用紙は、ホームページか らダウンロー ドもで きます.

中し込みの人数が多い場合はお新 リすることが ございます.

ファックス:072-368-【3㈹

メールア ドレス:ccp● ●d。kind鋤i.oc.ip

ホームページ:M[,:/ん 闘諏i隔幽i.ac.浄/渦 聴縮u/6朋 量。げ,5ych。1。野!

お申込みいただいた皆様の個人情報は、近畿大学臨床心理センター 「夏季教員
研修講座Jに 関漣する業務のみに使用いたします.他 の目的には一切利用する
ことはありません.

1プ ロ グ ラ ム1
◆ カウンセリング講座① 件 前60分}

「教育現場が人を育てる 「器」となるために」

講師 土屋麻矢子{近 畿大学臨床心理センター専門相淡則

だ4のな躍琢があったヴ,学館生渚だ」傑 めなρ 「霧♂」をεったヂども漣を,鋭淳窮綴7「 庁τ
るノ!ごαどう5たらよいか,拶 むごど右多`・かと,謬`・ま筑 「」渡応」や 「だ趣」と`1ラ心厘学的な甜
点から潔鋭しながら,学槻 静τ大好な露広のな辮 だつρτ認努しま筑

◆ カウンセリング講座② 〔午前60分 〕

「小児の心身症について」

講師:村 上佳津美{近 畿大学医学部堺病院小児科准教授、日本橋診療所}

身爆症φe,不定慰訴を訴えτ不f疏どなるクーズ夢の覇碑をあゲながら,その辮 方法なと7;つρ
τわかヴ†5ナぐノ解詑ムまナ.

◆ 質疑応答(午 後90分)

カウンセリング議座の講師ならびに吃床心理センター専門相淡員が、午前中の講義内容

についての質問、子どもや保護考などへの対応などに関する日頃の疑問・相談に応じま

す.

～ 会場のご案内 ～

近畿大学会館 多目灼ホール

住所:大 阪市中央区B本 橋1一ε一17

電話:06-6213-0501

交通:近 鉄 ・地下鉄千日前糠・地下鉄塀筋糠
B本 橋駅よリ徒歩3分

*駐 皐場はありません.近 鉄 ・地下鉄をご利用

ください。
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を本紀要に掲載 されている)、村上佳津美先生(近 畿大学医学部堺病院小児科准教授、日本

橋診療所)に よる 「小児の心身症について」の講義を行った。午後は、午前中の講義内容に

ついての質問、子 どもや保護者などへの対応や職場の人間関係に関する日頃の疑問 ・相談に

応 じた。

対象は、小中学校の教員 としたが、地域の公立小中学校教員、近畿大学グループ附属学校

の教員、高等学校教員 をは じめ とした教育 関係者等、参加者 は104人 であ った。

子 どもの心 身症や子 どもへの対応 につ いてわか った、学校 ・家庭 ・医療 との連携や立場の

違いについて理解を深められた、様々な事例や現場の声を知ることができた、現場での実践

に役立つ こ とが学べ た、次 回 も参加 したい、 な ど好評 を得 た。質疑応答で は、それぞれの現

場における問題について討議され、教員の生の声、現場の現状を把握することができた。同

時 に、セ ンター とカウ ンセ リングルー ムの存在及 び活動内容 を広報で きた。

3.広 報活動

ホ ー ム ペ ー ジ(URLhttp:/γwwwkindaLacjp冷angakuんenter/psychology/)を 設 置 し、

附属病院 イ ンフォメー シ ョン、相談員が関わ った研 修会 ・講演会 などにおいて、セ ンターの

パ ンフレ ッ トを配置 ・配布 した。 また、近隣医療機関、学校教育機関等の関係 諸機関にパ ン

フレットを送付 した。平成22年 度も引 き続 き、 日本臨床心理士会の 『臨床心理士に出会 う

に は(URL:http:〃wwwjsccp。jp/near/)』 へ の掲 載 を継続 した 。
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凹
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ざ家ざまなここるの悩みや悶踊肱 困難に直面して
いる方々 のお役に立ちたいと員い、地域の皆さ
まに向け、こころの相緊・榎幼を擾供する「臨床
心理センター」を彌設いたしました。当セン
ターでは、心理.臨床の立矯からここるの櫓鱗・蟹
助を行うと賜跨に、こころの問鳳についての撰
助法についての研究もしていきます。

わたしたちは、日々 の生活のなかで、さ濠ざ塞な
ストレスにさらされてこころや身体の健康壱崩し
たり、心配事、脳み、トラブルを融えたワするこ
とがあり牽す。そのような時、家族や友人に打ち
明けることで、気持ちがすっ巻りしたり、考えが
塞と豪ったり、両口が解決に向かったりしますが、場合によっては、身近な人には話しにくい、打ち明
けても大きな変化がないということもあるでしょう。そういう踏に、bたしたち 「こころの専門家」
と話奄してみませんか。じっくりと誇闇をかけて、あなたのこころのなかにあるおもいを鴛葉にするこ
とで、一見.マイナスに愚える脳みや問瓢のうしろに、それまで気づかなかった解決の糸口や変化・罎
長のチャンスを、そしてあなた自身を見いだすことがで凄るかもしれません.そのためのお役に立つこ
と壷願っておりますg

こころの脳みや閏題を掬えてお函りの方は、
夕一をご利用ください8

お一入で、またはこ家蕨だけで脳まれず、お気職に当セン

べ 一 ジ トツ ブへ凄 る 蒔

サイトマップ1値 人情轍の取嫉いについて1サ イトポリシー;

塵 ジ(㎎酬1尉 う晶 近慶大学 〔本郎)〒577凋602大敷府票大飯市小著江344 TEL(06)6η1一㎜
斜㈱ し騙}ty
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】V.お わ りに

平成22年 度 は新規の相談件数が平成21年 度 よ り減少 したが、面接回数 は大幅 な増加 とな

り、継続ケースが多 くなった ことが分か る。 これ は、相談員各 々の研鐙 と、 日本橋 カウ ンセ

リングルームの相談員が増 え相 談体制 と合 わせ て充実 したこ とに よる面が大 きい と言 える。

しか し、専任ス タ ッフがセ ンター長だ けとな り、相談員 は全て兼務、非常勤 となって しまっ

た。そのため、相談業務の整備やス タッフ問の連絡調整だ けで な く、研 修講座の開催、紀要

の編集 ・発行な どで影響が生 じて きてお り、専任 ス タ ッフの配置が今後の課題の一つであろ

う。


